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東京放送からラジオが分社した2000年3月、これからの時代はラジオ放送だけにとどまらず、さまざまな

業種との連携を深め、新たなビジネスチャンスを求めていくというビジョンを描きました。旧社名のなかの

「コミュニケーションズ」にはそんな意味が込められていました。

現在、放送業界では、実にさまざまな放送以外の事業展開がおこなわれています。花屋さん、不動産

事業、太陽光発電、なかには海老の養殖を手がけている局もあります。私たちも約40年にわたって住宅

展示場「TBSハウジング」を関東エリアの8つの会場で展開し、マイホームづくりをお手伝いする事業

をしております。さらに近年は、物販、映画、演劇、音楽、イベントなどを手がける事業部も、着実な成長

を遂げています。

しかしながら、放送局にとってすべての事業の源泉は、60年以上にわたって届けているラジオ放送です。

そして、最大の財産が番組を支持してくださるリスナーであることは、いつの時代も変わりません。

今、そのラジオ放送が大きな変革の時を迎えています｡2015年の暮れに、ワイドFM90.5MHzが開局

しました。そして16年4月には30年の歴史をもって「大沢悠里のゆうゆうワイド」が終了し、新番組がスタート

しました。さらにホームページも一新するなど、放送とインターネットの新たな連携も模索しています。

そんな“チェンジ”の時だからこそ、私たちの立ち位置を今一度見つめ直し、原点回帰の意味を込めて、

シンプルな「TBSラジオ」へと、社名を変更しました。他のラジオ社にはない、あるいは他のメディアには

ないオンリーワンな存在感を持ったステーションに育てていきたいと思います。これからも私たちはラジオ

放送というアイデンティティを大切にしつつ、新たな“チャレンジ”に踏み出し、世の中にさまざまな

「発信」をしてまいります。どうぞご期待ください。

2016年4月、私たちは社名を
「株式会社ＴＢＳラジオ」に改めました。

2016年7月  （株）TBSラジオ

代表取締役社長　入江 清彦  
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■ ラジオ東京設立～TBSラジオ分社
1951年  5月 （株）ラジオ東京設立　

1951年12月 ラジオ 本放送開始　

1955年  4月 テレビ 本放送開始　

1960年11月 社名を（株）東京放送（略称TBS）に変更　

1965年  5月 JRNネットワーク発足　

1971年11月 ラジオの出力を100kWに増力 

1978年11月 周波数を954kHzに変更 

1994年  4月 TBS放送センター竣工

■ 分社設立以降

2000年  3月21日 （株）ティ・ビー・エス・ラジオ・アンド・コミュニケーションズ
 （TBS R&C）分社設立

2001年  8月 首都圏ラジオ調査（ビデオリサーチ）単独首位獲得。
 以降2016年4月調査現在89期連続首位

2001年10月  1日 （株）東京放送より放送免許承継

2002年  4月15日 横浜支局開設

2002年  7月 TBSラジオ環境キャンペーンスタート

2005年  4月  1日 （株）TBSラジオ＆コミュニケーションズに商号変更

2005年10月  1日 大宮支局開設

２０１５年12月  ７日 FM補完放送（ワイドFM）放送開始

２０１６年  ４月  １日 （株）TBSラジオに商号変更

Detail

Outline

■ 取締役および監 査役（平成28年6月22日現在）
取締役会長 藤田 徹也

代表取締役社長 入江 清彦

取　締　役 浅井 敬

取　締　役 須郷 信二

取締役（非常勤） 田中 健一郎

監　査　役  神成 尚史

■ 会社概要
設　　立 平成12年3月21日 

商　　号 株式会社TBSラジオ 
 （略称 TBSラジオ）
英文表記 TBS RADIO,INC.   

本　　社 〒107-8001
 東京都港区赤坂5丁目3番6号  TBS放送センター内

資  本  金 478,750千円 
株　　主 （株）東京放送ホールディングス（100%） 
従業員数 73人（平成28年6月22日現在）

  （平成28年3月期） （平成27年3月期）
事  業  収  入  10,674百万円 10,657百万円

営  業  利  益  346百万円 486百万円

経  常  利  益  352百万円 505百万円

当 期 純 利 益 210百万円 252百万円

1株当たり当期純利益  21,961.43円 26,327.62円

自己資本当期純利益率  7.4% 9.4%

総資本当期純利益率  4.2%  5.3%

売上高当期純利益率  2.0% 2.4%

期中平均株式数  9,575株 9,575株

■ 番組審議会
委　員　長 大石 裕（慶應義塾大学 法学部教授）

副 委 員 長  伊藤 英敏（ナレーター／ＮＰＯ法人「声と未来」副理事長）

 横山 真司（弁護士）

 ペリー荻野（コラムニスト・時代劇研究家）

 水科 孝之（漫画家）

 増田 弥生（会社役員）

 伊藤 美希子（一般聴取者代表） 

■ 経営成績  （平成28年3月期） （平成27年3月期）
総 資 産 5,060百万円 5,008百万円

純 資 産 2,917百万円 2,782百万円

自己資本比率  57.7% 55.6%

1株当たり純資産 304,708.33円 290,645.18円

期末発行済株式数 9,575株 9,575株

■ 財政状態

（      ）（株）TBSプロネックス
 代表取締役社長

（                   ）（株）東京放送ホールディングス監査役
（株）TBSテレビ監査役

（                         ）（株）東京放送ホールディングス 代表取締役専務取締役
（株）TBSテレビ 代表取締役専務取締役
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AM954 
設立15年の節目を迎え、
これまでにない大変革に踏み切ったTBSラジオ。

平日朝ワイド改編、ワイドFMスタート、社名&ホームページを一新。

３つの“チェンジ”の先に見据えた“チャレンジ”とは？

『変わる! 挑む! TBSラジオ』を紹介します。

Change & Challenge!!

90.5

「大沢悠里のゆうゆうワイド」３０年の歴史に幕。
新番組「伊集院光とらじおと」「有馬隼人とらじおと山瀬まみと」
「ジェーン・スー 生活は踊る」がスタート！
若返ったパーソナリティとともに、
TBSラジオの次の顔となる番組を目指します。

FM

Challenge
Radio Program ワイド

Change.1
Radio Program  FM New Web site

>> P５をチェック!!

3
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FMでTBSラジオが聴ける！？
都市部では聴きづらいAM、その常識が大きく変わった。
“第2の開局”ともいえるワイドFMがスタート。
都市型難聴の解消、災害対策、
そして今までにない“音”の追求に挑みます。

TBSラジオのウェブサイトを大リニューアル！
アドレスはwww.tbsradio.jp/。
スマートフォンへの対応や各番組の情報ページの統一化も図り、
情報発信のスタイルの模索をしつつ、
新しいビジネスモデルの開発にも挑戦していきます。

ワワイド FM

Challenge Challenge

Change.2 Change.3
Radio Program  FM FM

New Website

New New Web site

>> P7をチェック!! >> ウェブサイトをチェック!!

4
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池　田：コンセプトは、番組タイトルにもなっている「と」です。これは伊集
院さん本人が決めました。これまでの伊集院さんの番組タイトル
はテレビも含めて、伊集院光「の」○○というように、「の」が基本と
なっていました。つまり、伊集院さん「の」これを見てください、聞い
てくださいというスタンス。この番組では、伊集院さん「と」ゲスト
と、伊集院さん「と」ニュースと、伊集院さん「と」お便りと…という
ように、周りと一緒に番組を作っていくというのがコンセプトに
なっています。

 　そして、伊集院さんというパーソナリティが得意とする“聞き逃
せない”濃密な時間を、これまでの朝のリスナーにも受け入れて
もらいたいという気持ちでやっています。

橋　本：伊集院さんという一大プロジェクトの陰に隠れて…という感じで
すが（笑）「ジェーン・スー 生活は踊る」は、僕がこれまでスーさん
と作ってきた番組（※）のノウハウを総動員し、集大成にするつもり
でチャレンジしています。

 　前後を有名タレントの横綱相撲に挟まれた時間帯で何ができる
のか？ ということを考えた結果、非タレントでありスタジオにも電車
通勤するスーさんだからこそできる番組であり、現在のTBSラジオ
には編成されていない「生活情報番組」として企画しました。　

 ※「ザ・トップ５」「ジェーン・スー相談は踊る」など

池　田：番組開始にあたって作ったポスターでは、伊集院さんの写真に
『来年、僕も50歳になります！久しぶりに“ラジオ”どうですか？』と
いうコピーを付けました。これは伊集院さんが他局でヤングゾー
ンのワイド番組を担当していた時のリスナー層に“久しぶりにどう
ですか？”と向けたものです。

 　だからと言って他の世代を無視しているわけではなく、大沢悠
里さんに親しんでいた世代はもちろん10代、20代、30代…年齢
層に関係なく聴かれる番組にしたい。伊集院さん本人もそれを
強く意識していて “自分が全世代をつなぐハブになる”と張り
切っています。

橋　本：僕もほぼ同じ考えで、パーソナリティが40代でも60代以上に聴い
てもらえる番組は作ることができると考えます。なぜ大沢悠里さん
が30年も絶大な支持を集めたのか？愛され続けてきたのか？
それを一から研究する気持ちがありました。簡単に言うと、それは
“親切さ”なのではないか。僕なりに考えて出た結論がこれです。た
とえばゆっくり喋ること。あくまでも喋り手のペースで進めるので
なく、受け手であるリスナーの身になる。普段のスーさんは早口な
ので、それを意識して毎日の放送に臨んでいます。

 　スーさんは“ラジオは弱者に寄り添えるメディアだから好き”と
も言っています。この気持ちはパーソナリティとして、とても大切で
すよね。トークの中では“お仕事中の方、病気療養中の方、介護を
している方…つまり、生活しているそこの貴方”と、大沢悠里さん
を受け継いだフレーズを使っていますが、これは実際にスーさんが
思っていることでもあります。

池　田：伊集院さんは、朝の番組と深夜放送でも番組を持っています。時
折、“黒・白”と区別されていますが、我々が友達に話す話し方と先
生に話す話し方とがそれぞれ違うように、伊集院さんも深夜の等
身大のリスナーへの話し方と、朝の幅広い年代への語り方は違っ
て当然だと思います。

 　だから深夜放送のリスナーに対して、親近感から“お前”と呼ぶ
のも、朝の時間帯で“○○さん、お便りありがとうございました”と
丁寧に語りかけるのも、届ける愛情の深さは変わらない。わざわ
ざメールやFAXを寄せてくれた、リスナーに対する感謝の気持ち
は同じです。

橋　本：朝の時間帯は、長年にわたって大沢悠里さんを聴いてくださった
リスナーもいらっしゃいますから“はじめまして、お邪魔します”と
いう気持ちでやるのは当たり前。つまるところ リスナーとパーソナ
リティも人と人の関係ですから、謙虚な気持ちで仲良くなってい
こうというのが基本でしょう。

 　昼の時間帯では知名度もまだまだなので、まずはジェーン・
スーというパーソナリティを知ってもらうことから始めています。た
とえば番組内コーナーの「相談は踊る」ではライトな相談から始
めて、徐々にシリアスな相談の割合を増やし、スーさんの本領を
理解してもらえるよう工夫しています。

池　田：伊集院さんの凄さは語り尽くせませんが、とくに思うのは、専門的
なことを一般の人でも理解できるように言い換える術に長けてい
ることです。ゲストとの話しの中で専門用語が出たら、即座にフォ
ローを入れたり、ビジネス寄りの話題になったときには“今放送を
聴いている皆さんの中にも、会社で同じようなことを考えている方
がいるでしょう”とリスナーの身近な話題に置き換えて、一瞬たり
とも伊集院さんとゲストだけの会話にしない。“あなたにも無関係
じゃないよ”という置き換え方は、やはり凄い。どんなゲストを招い
ても面白い放送を届けられる安心感があります。

 　またメッセージテーマも本当に幅広い世代のリスナーの方から
寄せられ、想像した以上に面白く、伊集院さんにとっても良い刺
激になっていると思います。

番組コンセプトと朝ワイドへの意気込み

パーソナリティの魅力をどう伝えるか

池田 卓生（いけだ たかお）
プロデューサー

2001年入社。主にバラエティ
番組を中心に「伊集院光 深
夜の馬鹿力」「JUNK」「爆笑
問題の日曜サンデー」「たまむ
すび」などを担当。現在30年
ぶりの改編枠で「伊集院光とら
じおと」「有馬隼人とらじおと山
瀬まみと」を立ち上げ奮闘中。

橋本 吉史（はしもと よしふみ）
プロデューサー

2004年入社。「ライムスター
宇多丸のウィークエンド・シャッ
フル」「たまむすび」「残業支援
系ランキングトークバラエティ
ザ・トップ５」「週末お悩み解消
系ラジオ ジェーン・スー 相談は
踊る」などのプロデューサーを
経て現在に至る。

Challenge.1

どのリスナー層に向けて番組を作るか

Challenge.3

Challenge.2

2人のプロデューサーが大いに語る!！
平日朝への新たなチャレンジ

Challenge
Radio Program

5
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橋　本：「ゆうゆうワイド」の何が凄かったのかを考えたときによく言われる
のは、悠里さんが色々なスポンサーのコーナーを、言い方や気の
遣い方で、シームレスにつないで番組を作っていたということで
す。たとえば“ここから先はCM、曲、交通情報です”という言い方
ひとつにしても、聴いてくれというよりは “はい、本編終わったので、
休憩時間”という意識でやってしまいがちなところを、悠里さんは
やらない。悠里さんがおっしゃっていたのは“ニュースや交通情報
をパーソナリティはトイレに行かず聴いていろ”と。この意味は僕
が思うに、リスナーにとってはラジオから流れる音はすべて同様に
コンテンツであり、作り手側が優劣を付けてはいけない、というこ
とではないかと。なのでこの番組では、そういった意識をゼロに戻
して、基本に立ち返って番組を作ってみようと思いました。それこ
そが、おそらく「ゆうゆうワイド」がやってきたこと、最後に到達した
ことではないかと。たとえば交通情報も、前後をしっかり区切らず
に、交通キャスターが“大型商業施設がオープンした影響で渋滞
しています”と言ったら“はい、ありがとうございました”で終わらせ
ず“それは●×の●×店ですね”と一言付け加えるだけで、クルマを
運転しないリスナーにも届けられる。交通や天気の間は「本編」と
は別のコンテンツ、という風潮が作り手には一部ありますが、どん
な細かいコーナーも“死に時間にしない”という「ゆうゆうワイド」
の精神は、僕が個人的に“悠（=U）の遺伝子”として受け継がなけ
ればならないと痛感しています。

池　田：放送を時計代わりにしているリスナーが多いことも、朝の時間帯を
担当して身にしみて感じましたね。だから時間はマメに告知した上
で、各コーナーも毎日同じ時間の尺に収めるよう意識しています。

 　ある時、番組内のコーナー「俺の五つ星」で紹介したラーメン屋
さんに実際にお邪魔したところ、ご主人が朝５時から仕込みをやっ
ていて、早朝の生島さんから森本さん、そして伊集院さんとずっと
TBSラジオを聴いてくれている。厨房の食器棚の上にはラジオが
あって、朝出勤したと同時にスイッチを入れる。暮らしのリズムの中
に、ラジオがある風景を目の当たりにしました。“伊集院さんの番
組、聴いていると元気になるよ！”と、嬉しい言葉もいただけました。
こういった方々の日々の生活に入り込むような番組にできるかが、
課題であり目標です。

橋　本：どんなリスナーが聴いてくれるのか？始めてみないとわからなかっ
たですが、新しい発見としては、子育て中の親の声の多さに驚い
ています。彼女たちは日常生活の中で凄く孤独で、ラジオが唯一
世の中とつながることができるツールだという声もありました。 “女
性が飾りモノじゃなく、主体性を持って発言しているだけでも勇
気づけられる”という主婦の声も届いています。

「ゆうゆうワイド」の何をどう受け継ぐか

   

Challenge.4

次の30年に向けての意気込みChallenge.5

池　田：ウチの嫁もスーさんの番組を聴いていて“スーさんがこんなこと
を言っていた”というのが家庭で話題になったりします。番組を
作っていると、実は周りの声って本当に励みになる。賛否含めて、
そういう声に片寄らずに耳を傾けることが、朝の番組には求めら
れているのかもしれない。

橋　本：伊集院さんも番組の終わりに“次はジェーン・スー姉さんの生活
は踊るです”ってつないでくれるようになりましたね。パーソナリ
ティの連携も、着実に進んでいるのかな（笑）。

 　いずれにせよ最初から「ゆうゆうワイド」を超えられるなんて
思っていないし、大沢悠里さんだって30年かけて到達したことが、
たくさんあるでしょう。

池　田：「ゆうゆうワイド」の30年間は偉大です。その枠を担うのは大変な
プレッシャーですが、前向きにチャレンジするのみ。「ゆうゆうワイ
ド」とはガラッと変わってしまったかもしれませんが、これがTBSラ
ジオの朝の風景となるように走るのみです。

「伊集院光とらじおと」のバトンを受けて、金曜日
は有馬隼人と山瀬まみがお届けしています。

番組内コーナーとして、土曜日夜から引っ越した
「相談は踊る」や、「ゆうゆうワイド」から受け継いだ
「毒蝮三太夫のミュージックプレゼント」もオンエア。

● ８：30～11：00

新しい“平日朝”よろしくお願いいたします!!

「伊集院光とらじおと」（月～木）、
「有馬隼人とらじおと山瀬まみと」（金）

「ジェーン・スー生活は踊る」（月～金）

● 11：00～13：00

三条 毅史（さんじょう たけし）
編成局 編成部長

１９９０年入社。ニュース情報系番組やデイタイムのバラエ
ティでディレクターやプロデューサーを務め、事業部、ネット
ワーク部を経て２０１５年１月から現職。

　1986年4月7日にスタートして、今年4月7日で丸30年。月曜から金曜まで、
ＴＢＳラジオの朝8時半から午後1時まで生放送した「大沢悠里のゆうゆう
ワイド」が、4月8日に終了しました。まずは、30年間走り続けて頂いた大沢
悠里さんに、御礼申し上げます。本当にありがとうございました。私は、2001
年にこの番組のスタッフに入れて頂いてから、14年と9ヵ月。悠里さんに、
本当にいろいろ教えて頂きました。聞いてくださる方に寄り添った放送
とは？ お金をかけずに面白い番組にするには？ スポンサーの皆様のための
放送とは？ ゲストをお迎えする際の準備は？ などなど、私が番組を作る際
の指針となりました。私にとって、悠里さんはラジオの先生でした。2011年
に、プロデューサーを拝命してから5年弱。重責に押しつぶされそうになった
ことは幾度もありましたが、そのたびに番組出演者、スタッフの皆様、諸先
輩、聴いてくださる方々に助けて頂き、なんとか職務を全うできました。ただ、
これでお別れではなく、悠里さんの放送は続きます。最終回翌日の4月9日午
後3時から、「大沢悠里のゆうゆうワイド土曜日版」がスタートしています。週
1回2時間の放送ですが、心して、聴かせて頂きたいと思っています。

［ゆうゆうワイドプロデューサーからのメッセージ］

「大沢悠里のゆうゆうワイド」の現場を振り返って

　思い返すと「大沢悠里のゆうゆうワイド」が始まった1986年、ＴＢＳラジオは首都圏No.1放送局ではありませんでした。早朝か
ら深夜放送に至るまでトップだったのはニッポン放送。離された2位が定位置だったＴＢＳラジオは有楽町の牙城を突き崩すべ
くさまざまな試行錯誤を繰り返し、かくて2001年の8月、ついに単独トップの聴取率を獲得したのでした。
　それから間もなく15年。ＴＢＳラジオは早朝から深夜に至るまで聴取率トップに立ち
続けています。「ゆうゆうワイド」が作り上げた“ラジオの王道”をしっかり受け継ぎ、新し
い時代の要請にも応えていける番組。その答えこそが「とらじおと」と「生活は踊る」な
のです。これからも両プロデューサーを中心に試行錯誤を続け、新しい“ラジオの文化”
を作り上げてくれるはずです。

［番組改編に込められた編成部長の想い］

次のラジオの王道を

内田 伸（うちだ しん） 編成局 制作部 部次長
２００１年入社。入社以来「大沢悠里のゆうゆうワイド」を中心に、バラエティ
番組、音楽番組のディレクター、プロデューサーを務める。

Speial  Column-Radio Program

◀4月8日の最終回（通算7808回）は、
　静岡県の休暇村富士から全面生中継。

▼放送終了後の4月27日には「TBSラジオ 
大沢悠里のゆうゆうワイド 感謝の夕べ」
を開催（パレスホテル）。
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加　藤：東京スカイツリーに新しい「FM補完中継局～墨田放送局～（通
称：ワイドFM）」を立ち上げる。しかも、ライバル社であるニッポン
放送、文化放送とともに、AM3局で力を合わせてやり遂げなけれ
ばならない。TBSラジオ技術セクションがこれまで経験したことの
ない、非常に大きなチャレンジでした。

塩　山：さまざまな候補地が上がりましたが、AM3局技術陣の総意として
東京スカイツリーをプッシュしました。『都市型難聴対策』と『災害
対策』という要件を満たせることはもちろん、ワイドFMはラジオの
未来を切り開く一大プロジェクト。それにふさわしい舞台は、東京
の新しいシンボルである東京スカイツリー以外に考えられない！
という強い想いがありました。チャレンジするなら高い山（塔）がい
いと、あえて高いハードルを課したというわけです。

山　田：2014年の4月に本格検討がスタートし、同12月に工事着工。その
後、試験放送を経て、15年12月に無事開局を迎えることができ
ました。約1年半のプロジェクトを乗り切るために、AM3局技術陣
から約20名という“少数精鋭のドリームチーム”が結成されました。
自分で言うな…ですが（笑）。

加　藤：送信アンテナは全長約20mで重さは約80トン。これを東京スカイ
ツリー高所に取り付けるには約２万点にのぼる部品を少しずつ、
何度も何度もエレベーターで上げて、地上500mの高さで組み立
てなければなりませんでした。展望台が営業している日中はエレ
ベーターを使えないので、搬入作業はすべて深夜に行いました。

 　地上500mですから、ビス１本落としても重大事故になりかねま
せん。一時も気を抜けない現場です。すぐ横には既存設備（地上
デジタルTVのケーブルなど）もありますから、何重にもネットを
張った中で慎重に組立作業を進めました。とにかく安全が第一！
少しでも風が強まったり、天候が崩れたりした場合は即作業を中
止したため、まさに“天候”と“時間”との戦い…。当初の予定より
１週間ほど遅れましたが、無事故で完了できた時は本当にホッと
しました。

 　東京スカイツリー開業以降でこれだけの大規模工事は、工事
を請け負ってくれた施工会社や東京スカイツリー（東武タワース
カイツリー株式会社）としてもはじめてのチャレンジでした。“ワイ
ドFMを成功させる！”というゴールを共有して乗り越えることがで
きて、感謝の気持ちでいっぱいです。

塩　山：ワイドFMの心臓部となる送信機のメーカーや機器は、AM3局共
通です。すでに確立されているFMの技術に則ったため、開発自体

にそれほど大きなチャレンジはありませんでした。その分、細かい
部分の調整にいろいろ知恵を絞りました。たとえば操作パネルの
使い方ひとつ取っても三社三様。機器のボタンについては“事故
を防ぐためカバーを付けたい”という一方で“すぐ押せる方が大事
だからカバーは不要"と、社によって考え方が異なります。そこを尊
重しつつも、できるだけ共通化を推し進めてコンパクト化やコスト
ダウンを図るのが、送信機担当としての最大のチャレンジでした。

 　ひとつの送信機室に3局分の送信設備が入るのも、我々にとっ
ては初めての経験です。同じ機器が3局分並んでいるわけですか
ら、間違って操作したりしないようにそれぞれの床やパネルを3色
に色分けするなど、工夫しました。そして本放送が始まった現在
も、3局が定期的に運用会議を開催し“ルームシェア”のベストな
ルールづくりに取り組んでいます。

山　田：スタート前までは3局力を合わせましたが、いざ放送が始まればラ
イバルです。いかに他社より良質な音を発信できるか、と。本放送
開始前の試験電波を通じて痛感しましたが、FMの音は驚くほど
クリアで繊細です。いい意味で“鈍感”だったAMでは気にならな
かった微妙なミキシングの差もヴィヴィッドに現れ、“音質”へのこ
だわりが強く求められるようになっています。そこでFMでの音づく
りについて社内向けの講習会を開いたところ、編成や制作など多
くのスタッフが集まりました。ステレオと高音質という新たな武器

情報発信の頂点・東京スカイツリー®に開局！

送信機担当・塩山が語る!!
“３社ルームシェア”の工夫

Challenge.1

アンテナ担当・加藤が語る!!
地上500mの大工事

３人の技術部員が熱く語る!!
ワイドFMにかけた男の野望とチャレンジ!?

Challenge.3

試験電波担当・山田が語る!!
AMらしいFMの音づくりChallenge.4

Challenge.2

山田 達郎（やまだ たつろう）／［右］
運用デスク

２００６年入社。スタジオや中継などの現場業務、収
録配信サービス「LIVE to GO」立上げなどを担当。
ワイドFMプロジェクトでは送信機室の電源、空調な
どの付帯設備工事や試験電波の送出、音質調整
などを担当。TBSラジオで最も音にこだわる男。

加藤 哲康（かとう てつやす）／［中央］
部次長

１９９２年入社。入社以来、ラジオ技術セクションに
在籍。番組ミキサー業務、スタジオ・放送設備の建設
などを担当。ワイドFMプロジェクトでは現場工事の
全体を統括。主にアンテナ建設工事を担当。TBS
ラジオで最も多く東京スカイツリーに登った男。

塩山 雅昭（しおやま まさあき）／［左］
部次長

２００４年キャリア入社。技術推進室→デジタル推
進部→事業部を経て、13年に再び技術部に。ワ
イドFMプロジェクトではメイン設備のFM送信機工
事を担当。運用が異なるAM３局の仕様共通化に
注力。TBSラジオで最も調整能力が高い男。

Challenge

◀地上約500mの
一時も気を抜け
ない現場。

▲AM3局でルームシェア。送信設備の床やパネル
が色分けされ、TBSラジオはブルーに。

▶アンテナの部材
を深夜、エレベー
ターで搬入。  

▲ “AMの面白さをFMの音質で送信 “にチャレンジ。

られるようになっています。そこでFMでの音づく
向けの講習会を開いたところ、編成や制作など多
まりました。ステレオと高音質という新たな武器

にチャレンジ。

スカイ
ずつ、
み立

はエレ
た

にそれほど大きなチャレンジはありま
部分の調整にいろいろ知恵を絞りま
使い方ひとつ取っても三社三様。機
を防ぐためカバ を付けたい”という

▲AM3局で
が色分け

～（通
ッポン
なけれ
ことの

として
『災害
ジオの
、東京
ない！
）がい

。その
ができ
技術陣

ドFMを成功させる！”というゴール
きて、感謝の気持ちでいっぱいです開局！

送信機担当・塩山が
“３社ルームシェア”Challenge.3

▶アンテナ
を深夜、エ
ターで搬

ワワイド FM
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を手にしたことによって、スタッフの音づくりへの意識が明らかに
“チェンジ”していますね。

 　こうした動きに合わせて、既存の放送設備のアップグレードも
緊急課題になっています。TBS放送センターにはAM954は聴けて
もFM90.5を聴ける設備すらなかったので、まずはアンテナの設置
から始めました。ナイター中継の設備もマイクから回線に至るま
で、より高音質なものへと見直しています。何しろFMで野球中継
を放送すること自体が初めてなので、どんな音質が良いのか試行
錯誤なのです。

 　他にも、音楽番組で好まれる重低音が効いた音はバラエティ番
組のトークにはマッチするのか?…とか、さらに突き詰めれば“AM
のTBSラジオらしいFMの音って何だろう?”などなど…。追求すれ
ばするほど奥が深く、一朝一夕で答えは出ません。

 　でも技術部として、ひとつ誇りを持って言えるのは、ワイドFMの
開局はこれからのTBSラジオの番組全体の品質向上に、確実に
貢献していくだろうということです。

加　藤：TBSラジオにとって“ワイドFMは第二の開局”と言っても過言では
ありません。TBSラジオが次のステージへ向かうレールを敷けたこ
とは、技術部冥利に尽きます。

　 　“よく聴こえるようになった”という、リスナーの声も多く寄せられ
ています。今までは“雑音だらけで聴こえない!”という苦情が大半
でしたから、これは本当に嬉しいですよ!! ワイドFMの柱である『都
市型難聴対策』は、着実に前進しているという手応えを感じてい
ます。

山　田：ベリカード（受信確認証）へのリアクションも凄いですね。これまで
は“何月何日、何処何処で受信"というメッセージ記入のみが大半
でしたが、“今まで聴こえなかったけど聴こえるようになりました”と
感謝の長文がビッシリ書かれた手紙も珍しくありません。本当に
やって良かった!と思いますよ。

塩　山：TBSラジオは関東広域がサービスエリアとはいえ、聴こえづらいエ
リアがあったことも事実。それが改善されたことは、1951年の開局
以来の悲願達成です。“第二の開局”というのも、決して大げさな
表現ではありません。

 　また新しい動きとして民放の業界団体を中心に、スマートフォン
にFMラジオを付けてもらおうという活動がスタートしました。ラジオ
の受信機は持っていなくても、スマホなら皆が持っているだろうと。

山　田：僕はiPodでFMを聴いていますよ。ラジオの受信機がなくても、パソ
コンやスマートフォンでの「radiko」や、一部地域ではケーブルTV
の「J:COM」でも聴けるようになっています。受信できる端末をい
ろいろと選べるようになって、一人でも多くの人がTBSラジオファ
ンになってくれればいいなと思っています。

ワイドFMにおいても
リーディングカンパニーとしてChallenge.5

加　藤：端末の選択肢が広がるのは、とても大切なポイント。これはワイド
FMのもう一本の柱である『災害対策』の強化にもつながります。
東京スカイツリーを選んだ大きな理由が、耐震性や非常用電源
設備も含め、最先端の防災性能を備えていることでした。

 　しかし送り出す側のインフラを強化するだけでは不十分です。
受け手側が日頃からラジオを携帯し、聴いていることが肝心です。
平常時に愛用しているからこそ、非常時も役立てることができる。
“災害に強いメディア・ラジオ”を絵に描いたモチにしないためにも、
ワイドFMのスタートは大きな前進です。

塩　山：現在は全国のAMラジオ局の半数近くが、ワイドFMを始めていま
す。その先導的な役割を担ったという意味でも、大役を果たせま
したね。

加　藤：TBSラジオは、日本のAMラジオ局のリー
ディングカンパニーですから。この誇りを
胸に今後も取り組みを進めると同時に、
改めて今回のプロジェクトに協力してく
ださった皆さまに“ありがとうございまし
た”と、心から感謝をお伝えしたいです。

 　いろいろな困難もあり議論も交わしま
したが、ひとつの目標に向けて着実に絆
を強めることができました。あと今年4月
に社名変更してからは社名から外れて
しまいましたが、人と直接会って話す“コ
ミュニケーション”が何よりも大切である
と、再認識する機会でもありました(笑)。

ワイド

Speial  Column-   　  FM

ワイドFMも追い風!! 14年10ヵ月連続首位!!
2016年4月18日~24日の個人聴取率調査(ビデオリサーチ首都圏調べ)の結果、TBSラジオは単独首位を獲得。
2001年8月から89期連続(14年10ヵ月)No.1となりました。

ワイドFMとは？
FMの電波でAMラジオと同じ内容を放送することで、正式名称は「FM補完放送」。
つまりひとつの番組をAM954kHz、FM90.5MHzの両方でサイマル（同時並行）放送します。

災害時のライフラインにビルの間でも聴ける音がクリア

FMステレオ放送でよりクリアで
雑音がなく、臨場感のある音で
聴くことができます。   

FMの電波は障害物の間に回り込
む性質なので、ビルに囲まれた都
心部でも聴取できます。

最先端の防災性能を備えた東京
スカイツリーから送信します。 TBSラジオの「ワイドFM」は90.5MHz。

90~108MHzの周波数を受信でき
る機器で聴取可能です。

受信機は90 -108MHzで

　

ワイド
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TBSラジオ

TOKYO FM

J-Wave

※資料：ビデオリサーチ首都圏ラジオ個人聴取率調査■在京民放５局聴取率推移

文化放送
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［TBSラジオ 組織図］

番組審議会事務局
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（2016.7.1現在）

事
業
部

編
成
部

「たったひとりのあなたにむけて伝えるラジオ」を、
ひとりでも多くのリスナーに届けたい。
全セクション一丸となって、
情熱とやる気をもってチャレンジしています!!

もっともっと伝えたいから、
“オールTBSラジオ”でチャレンジ!!

ワイドFM無事開局…ホッとしたのもつかの間
さらなる音質の向上や災害対応の強化など、次々に出てくる新しい課題や高いハードルを、持ち前の技術力でクリアしていきます。

TBSラジ
オは

どんな放送
局であるべ

きか

経営方針・人事・採用など会社

運営のプロデューサー的役割を

担いながら、社内各セクションの

サポートも行います。

“あくまでも厳しく公正に”を信条に有識者とリスナーからなる７人の審議
委員がTBSラジオの放送番組や放送
体制を検証。より質の高い放送になる
ようフィードバックします。

昨日よりもワクワクする
番組づくりを

パーソナリティの良さを引き
出すためには？リスナーが喜
ぶ番組づくりとは？そして制
作者自身がワクワクできている
か？を胸に、放送に臨みます。

“やっぱりTBSラジオ!!”

  という信頼を大切にしつつ

今までのTBSラジオらしさを

打ち破る斬新さを盛り込んだ

「ナンバー１＆オンリー１」の

番組表づくりをトコトン追求

していきます。

“本質に迫る”を念頭に“今日のこの出来事、TBSラジオはどう斬る!?”というリスナーの期待に応えながら、少数派の声も紹介し、より良い社会づくりの一翼を担っていきます。

見ているのは
過去の数字だけではありません

わずかな歪みも見逃さず、毎日
地道に数字と向き合い迅速に経
営資料を作成。数字から見えて
くる、TBSラジオの未来を探って
います。 事業部

技術部
経営企画部

番組審議会

制作部
編成部

営業部

ネットワーク部

営業推進部
ニュース情報部

経理部

インターネット事業推進室

総務・メディア戦
略部
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HBC

RAB

ABS
IBC

YBC
TBC

BSN

SBC

RFC
KNBMRO

FBC
BSS

YBS
CBCRCC RSKKRY SBSABC

MBSRNCRKB RNB JRT
WBSNBC OBS RKC

RKK
MRT

MBC

RBC

TBSラジオの聴取可能な地域は関東地方の
1都6県全域と周辺5県に達しています。聴取率
1％は約36万人に相当し、今、この瞬間にTBS
ラジオを聴いている人は平均40万人。何かを
しながら聴けるラジオは生活に密着したメディア
として、幅広くリスナーから支持されています。

TBSラジオをキーステーションに、北海道から沖縄まで全国34局の
ネットワークを展開。各局との連携により、ニュース報道や各球場の
ナイター中継などをタイムリーかつスムーズに届けています。

●北海道・東北
HBC北海道放送
RAB青森放送
ABS秋田放送
IBC岩手放送
YBC山形放送
TBC東北放送
RFCラジオ福島
●関東
TBSラジオ
●甲信越
BSN新潟放送
SBC信越放送
YBS山梨放送
●北陸
KNB北日本放送
MRO北陸放送
FBC福井放送

●東海
SBS静岡放送
CBCラジオ
●京阪神
MBS毎日放送
ABC朝日放送
WBS和歌山放送
●中国
BSS山陰放送
RSK山陽放送
RCC中国放送
KRY山口放送

●四国
JRT四国放送
RNC西日本放送
RNB南海放送
RKC高知放送

●九州・沖縄
RKB毎日放送
NBC長崎放送
OBS大分放送
RKK熊本放送
MRT宮崎放送
MBC南日本放送
RBC琉球放送

TBS

2mV/m…………………ごく良好に聴取できる
0.5～2mV/m…………一般に良好に聴取できる
0.25～0.5mV/m………実用上聴取できる
資料：TBSラジオのカバレッジ・エリアは右図のとおりで、
「放送区域」（0.25mV/m圏）は関東1都6県を完全にカバー
し、さらに周辺5県の50%（福島・長野50%、静岡70%、山梨
100%、新潟5％、各人口比）をカバーしています。

凡例

■全国ネットワークJRN（Japan Radio Network）

■カバレッジ・エリア

■：ワイドFM聴取エリア
★：TBSハウジング所在地

出　力：100kW
周波数：AM954kHz/FM90.5MHz 郡山

いわき

“面白そう!!”と思ったら どんどん進出
放送以外のビジネス（映画、音楽、舞台、物販…）を常識にとらわれないマインドで開拓し、新しいTBSラジオの柱を打ち立てます。

広告主の皆さまに
もっと笑顔、喜び、驚きを

CMのセールスにとどまら
ず、連動したイベントやプ
ロモーション展開など何重
もの相乗効果を生む、アッ
と驚く仕掛けづくりに知恵
を絞ります。

次の50年を見据えて、JRNの絆を一層強化全国34局からなるJRNは、20１5年
で50周年。その基幹局として、次
の50年も社会に必要とされる
ネットワーク強化に取り組みます。

TBSラジオという“素材”をもっと美味しく
セールス企画を立案したりラジオCMを制作したり、TBSラジオだからできるあんなことこんなこと、今までにないことをカタチにします。

ラジオとネットのコラボを
グングン加速

“インターネット×TBSラジオ＝∞”。
無限に広がるチャンスを着実につ
かみ、時代を先取りするラジオの
姿を発信していきます。

前進、前進、また
前進の今だからこ

そ

総務部門と戦略部門がタッグを組んで

TBSラジオの屋台骨をしっかりと支え、

未来への確かな設計図を描きます。

事業部
技術部

経営企画部

番組審議会

制作部
編成部

営業部

ネットワーク部

営業推進部
ニュース情報部

経理部

インターネット事業推進室

総務・メディア戦
略部
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「ラオスフェスティバル2015」に
TBSラジオがブース出展。

   ４（土） ■「お笑いスター発掘番組!Saturday Night Laugh」スタート　深夜０:00～０:30

   ５（日） ■「Sound Bistro」スタート　19：00～20：55

  ★宝塚宙組公演「TOP HAT」（赤坂ACTシアター）　～４/20

   ６（月） ■「Fine music」スタート　４：00～５：00

 10（金） ■「マスターズ・リポート」　～４/13

 18（土） ●「アースデイ東京2015」出展（代々木公園）　～４/19

  ★「浅田真央のにっぽんスマイル」トークライブ（国立京都国際会館）

 20（月） ●４月聴取率調査　～４/26

 24（金） ■「ザ・トップ５えっ！? ３月に終わったばっかりなのにもう同窓会？スペシャル」　17：50～20：00

  ■「OLERAスペシャル　お悩み相談電リク from70’s to 90’s」　20：00～22：00

 25（土） ■「TBSラジオゴールデンウィーク交通情報」　～５/６

 10（日） ■「Power of Music～仙台フィルが歩んだ1500日」　19：00～20：00

  ■「永六輔の誰かとどこかで　2015年春場所」　20：00～20：55

  ■「愛川欽也さん追悼特別番組『キンキンのラジオが好きだった！』」　23：00～23：55

 23（土） ★「お笑いスター発掘番組!Saturday Night Laugh　オンエア争奪ライブ」（新宿 THEATER BRATS）

  ★「ラオスフェスティバル2015」（代々木公園）　～５/24

  ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（代々木公園）

 24（日） ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（中野区役所）

  ■「ミュージカル『ダブル』公演目前スペシャル～世界初・腹話術ミュージカルの魅力に迫る！」　23：00～23：30

 31（日） ★「レッドリボンライブ2015＠ニコぶくろ」（池袋・ニコぶくろスタジオ）

4
April
2015

   ７（日） ■「レッドリボンライブ2015～HIV検査って何だろう？」　23：00～23:30　

  ■「初来日！ ブロードウェイミュージカル『ジャージー・ボーイズ』徹底解説！」　23:30～23：55

   ８（月） ●６月聴取率調査　～６/14

 13（土） ★「ベトナムフェスティバル2015」（代々木公園）　～６/14

 14（日） ■「日曜劇場『ごめんね青春！』DVD発売記念SP『カバヤキ三太郎のごめんね青春！』」　23:00～23:55

 15（月） ■「ジャージー・ボーイズ交通情報」　～６/28

 18（木） ★ミュージカル「ダブル」（シアター1010）　～６/21

 25（木） ★ブロードウェイミュージカル「ジャージー・ボーイズ」（東急シアターオーブ）　～７/５

  ★「第40回～歌を絆に～東北希望コンサート」（福島県飯舘村立 草野・飯樋・臼石小学校）

 27（土） ★「うしろシティ第６回単独ライブ～すごいじゃん～」（シアターサンモール）　～６/28

   ４（土） ★「大東京ポッド許可局2015」福岡公演（大濠公園能楽堂）

   ５（日） ■「～金曜ナチチャコ・パックCD第２弾発売記念～一慶・チャコのパック・イン・ミュージック」　20：00～20：55

  ■「戦後70年プロジェクト①　ハンセン病と戦争～隔離と差別の記憶をどう受け継ぐのか」　23：00～23：55

 10（金） ★小林賢太郎　演劇作品「ポツネン氏の奇妙で平凡な日々」（東京グローブ座）　～7/20

 11（土） ★映画「アリのままでいたい」公開　

 12（日） ■「戦後70年プロジェクト②　戦後70年 サブカルチャーが描いた『敵』」　23：00～23：55

  14（火） ★「第41回～歌を絆に～東北希望コンサート」（宮城県東松島市立 野蒜小学校、宮戸小学校）

 16（木） ★「第42回～歌を絆に～東北希望コンサート」（岩手県宮古市立 宮古西中学校）

 17（金） ★「我が青春のパック・イン・ミュージック」（草月ホール）　～７/18

5
May
2015

7
July
2015

6
June
2015

TBS Radio, 2015-2016Events of the Year

11

宝塚宙組公演「TOP HAT」。
朝夏まなと、実咲凜音ほか。

初来日のブロードウェイミュージカル
「ジャージー・ボーイズ」。

「第40回～歌を絆に～東北希望コンサート」
（草野・飯樋・臼石小学校）の普天間かおり。

同コンサート「第42回」
（宮古西中学校）の村上ゆき。

夏休みシーズンに
「大昆虫展」を共催。
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■：番組関連　★：イベント関連　●：その他の出来事

 TBS Radio  Report Vol.16

 18（土） ★「TBSデリシャカス2015」（赤坂サカス）　～８/30

  ★「大昆虫展」（東京スカイツリータウン）　～８/25

 19（日） ■「戦後70年プロジェクト③　爆笑問題　太田光が訊く～瀬戸内寂聴の戦後70年～」　23：00～23：55

  ★「篠原ともえ＆シノラー展」（THE ROOM DAIKANYAMA）　～７/20

 20（月） ■「TBSラジオ第25期環境キャンペーン」　～７/26

 25（土） ■「COOL CHOICE ラジオ 未来のために、いま選ぼう！」　12:00～13:00

  ■「TBSラジオショッピング　夏のお買得スペシャル！」　13：00～15：00

 26（日） ■「TBSラジオ第25期環境キャンペーン特別番組『足立梨花の赤坂ecoクラブ！』」　20：00～20：55

  ■「戦後70年プロジェクト④　戦後70年 １万人の声・戦争体験談を聴く」　23：00～23：55　

   ２（日） ■「戦後70年プロジェクト⑤　本音で話してみませんか？日中学生、戦後70年目の徹底討論」　23：00～23：55

  ★「大東京ポッド許可局2015」東京公演（渋谷公会堂）

   ８（土） ■「TBSラジオ夏休み交通情報」　～８/16

   ９（日） ■「永六輔の誰かとどこかで　2015年夏場所」　20：00～20：55

  ■「戦後70年プロジェクト⑥　小林悠　樺太・70年の家路」　23：00～23：55　

  10（月） ★さらば青春の光、ネタライブ「ほんまごっそり」（新宿シアター・ミラクル）　～８/11

  15（土） ■「土曜ワイドラジオTOKYO永六輔その新世界　１万人の声・戦争体験談プロジェクト」　８：30～13：00

 23（日） ■「勘九郎、躍動！ 七之助、華麗！ 赤坂大歌舞伎　開幕直前スペシャル」　23：00～23：30

 24（月） ●８月聴取率調査　～８/30

  ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（墨田区役所）

 25（火） ★小林賢太郎 演劇作品「ポツネン氏の奇妙で平凡な日々」（シアターコクーン）　～８/30

  ★「第43回～歌を絆に～東北希望コンサート」（岩手県山田町立 船越小学校）

   １（火） ■「ラジオ災害情報交差点」　８:45～８:54

  ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（都立横網町公園）

  ★「第44回～歌を絆に～東北希望コンサート」（宮城県石巻市立 石巻小学校）

   ４（金） ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（江戸川区役所）

   6（日） ■「樺太 71年目の現状～在留邦人が歌う『ふるさと』」　23:00～23:55

   ７（月） ★「赤坂大歌舞伎」（赤坂ACTシアター）　～９/25

 12（土） ■「ナイツのちゃきちゃきプレ放送」　15：00～16：50

 14（月） ■「第３回ヘルスケアキャンペーン」　～９/２０

 18（金） ■「荻上チキ・Session-22」平成27年日本民間放送連盟賞優秀賞受賞

 19（土） ■「TBSラジオシルバーウィーク交通情報」　～９/23

 20（日） ■「TBSラジオ　ヘルスケアスペシャル～毎日の笑顔のために～」　20：00～20：55

 23（水） ■「ベイスターズ祭り～涙の大反省会～」　21：00～22：00

 24（木） ★「第45回～歌を絆に～東北希望コンサート」（福島県田村市立 古道小学校、岩井沢小学校）

 27（日） ■「TBSラジオショッピング　秋のお買得スペシャル！」　10：00～11：30

  ■「TBSラジオ秋の新番組　おでかけリサーチ」　11：30～11：55

 2８（月） ■「六輔七転八倒九十分」スタート　18:00～19:30

 29（火） ■「ザ・トップ５」スタート　18：00～21：00

  ■「SOUND AVENUE 905」スタート 　21：00～22：00

8
Autgust 
2015

August 
2015

July
2015

9
September
2015

12

同コンサート「第45回」（古道小学校、岩井沢小学校）の
たをやめオルケスタ。

「戦後70年プロジェクト⑤」。
未来の日中関係を作る両国の若者が本音で語り合う。

「第43回～歌を絆に～東北希望コンサート」
（船越小学校）のアンダーパス。

思い入れのある曲をパーソナリティ本人の
言葉で紹介する「SOUND AVENUE 905」。

災害時の備えに、無料でラジオの電池交換や修理を行う
「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（都立横網町公園）。
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Events of the year
TBS Radio,  2015-2016

   ３（土） ■「ナイツのちゃきちゃき大放送」スタート　９：00～13：00

   ５（月） ★「第46回～歌を絆に～東北希望コンサート」（宮城県南三陸町立 志津川中学校）

 10（土） ●「TBSラジオ・リフレッシュキャンペーン」（アーバンドックららぽーと豊洲）　～10/11

 12（月） ★「マイナビSaturday Night Laugh　チャンピオン大会」（全電通ホール）

 14（水） ■「エキサイトベースボールスペシャルCSパ・リーグ　ファイナルステージ　ソフトバンク×ロッテ」

  　 18：00～22：00　～10/16

 18（日） ■「マイナビSaturday Night Laugh チャンピオン大会」特番　19：00～20：00

 19（月） ●10月聴取率調査　～10/25

 24（土） ■「エキサイトベースボールスペシャル日本シリーズ　ソフトバンク×ヤクルト」　～10/29

 31（土） ★東京都人権啓発センター 「人権に出会う一日」（東京国際フォーラム）

   ７（土） ★「JRN50周年記念 TBSラジオ大感謝祭 ラジフェス 2015～うまいもん祭り～」（赤坂サカス）　～11/８

   ８（日） ■「世界野球プレミア12　日本vs韓国」　18：30～22：00

 12（木） ★「第47回～歌を絆に～東北希望コンサート」（福島県双葉郡川内村立 川内小学校、川内中学校）

 15（日） ■「追悼 "奇跡のリリーバー"盛田幸妃」　19：00～20：00

 16（月） ■「豊洲市場　開場まであと１年！ 清水国明と博多華丸・大吉のうまいものトーク」　20：30～21：00

 27（金） ★「RED RIBBON LIVE 2015」（品川ステラボール）

 29（日） ■「安住紳一郎の日曜天国」小田原市・三の丸小学校より生中継　10：00～11：55　

10
October
2015

   ２（水） ★「第48回～歌を絆に～東北希望コンサート」（岩手県大船渡市立 日頃市中学校）

  ●「大沢悠里プロデュース　小沢昭一の小沢昭一的こころ昭和の傑作選CDボックス」発売

   ５（土） ■「ジャパネット presents 民放AMラジオ全47局ネット特別番組 ラジオのちから2015」　13：00～14：55

   ７（月） ●FM補完放送（ワイドFM）開局

  ■「ワイドFM開局記念特番！TBSラジオ・文化放送・ニッポン放送 夢の同時生放送！ 
     『FMでもキキマス！ ゴールデンたまむすび』」　12：55～15：30

 10（木） ●「エコプロダクツ2015」出展（東京ビッグサイト）　～12/12

 14（月） ■「ニューヨークの『この時間、アンテナ調整してるんだったらやらせてください。』」　１：00～３：00

  ●12月聴取率調査　～12/20

 17（木） ■「今晩は吉永小百合です」番組開始10周年記念公開録音（8階 第1スタジオ）

  ★小林賢太郎演劇作品「うるう」（神奈川芸術劇場）　～12/20

 20（日） ■「追悼特別番組　野坂昭如さんからの手紙」　19：00～20：00

 25（金） ★「ニュースさかさメガネ特別編2015」（草月ホール）

 26（土） ■「TBSラジオ年末年始交通情報」　～１/３

  ★「オレたちと年末と東京ポッド許可局2015」（草月ホール）

 27（日） ★さらば青春の光 単独ライブ「ノリノリツアー」東京公演（草月ホール）

 30（水） ■「音楽年録2015」　18：00～18：30

  ■「第57回輝く！ 日本レコード大賞」　18：30～22：00

 31（木） ■「年末スポーツ・ノンフィクション・プログラム錦織圭独占インタビューSP～世界一への挑戦」　18：00～19：00

  ■「スポーツ年録2015～世代交代～」　19：00～20：00

  ■「ニュース年録2015～未来のリーダーが選ぶ！ 戦後70年の年越し重大ニュース～」　20：00～21：00

11
November
2015

12
December
2015

13

「TBSラジオ大感謝祭 ラジフェス2015」に２日間で約52000人が来場。
「JUNK」のイベント（左）や、「荻上チキ・Session-22」公開収録（右）なども。

「第47回～歌を絆に～東北希望コンサート」
（川内小学校・中学校）の山田華・山田麗。

ワイドFM開局。TBSラジオ、文化放送、
ニッポン放送３社の代表が一堂に。

「安住紳一郎の日曜天国」は、フランチャイズタウンに
選ばれた神奈川県小田原市から公開生放送。
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■：番組関連　★：イベント関連　●：その他の出来事

  ■「ピエール瀧・ビビる大木『おっさんニュース年録2015』」　21：00～22：00

  ■「ジェーン・スー相談はなくても踊る 大晦日SP」　22：00～23：30

  ■「2015-2016 TBSラジオ 年またぎ特別番組 おぎやはぎの『ゆく小木、くる小木、ぼく矢作』」　23：30～翌１：00

   １（金） ■「新春スポーツスペシャル　ニューイヤー駅伝2016」　８：30～14：15

  ■「第95回天皇杯 全日本サッカー選手権大会決勝戦」　14：15～16：15

  ■「美輪明宏　薔薇色の日曜日」スペシャル 『愛の手引書2016』」　19：00～20：00

 10（日） ■「永六輔の誰かとどこかで 2016年初場所」　19:00～20:00

 16（土） ■「TBSラジオショッピング　新春お買得スペシャル！」　15：00～16：50

 24（日） ■「天皇盃第21回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会実況中継」　12：00～15：15

  ■「ラジオシアター～文学の扉」公開録音（代官山ヒルサイドプラザ）　

  ■「映画『猫なんかよんでもこない。』公開直前スペシャル! 
  　 猫は"ホントに"よんでもこなかったのか？ ～キャストとスタッフに聞いてみた～」　19：00～20：00

 30（土） ★映画「猫なんかよんでもこない。」公開

 31（日） ■「辻井いつ子の今日の風、なに色？」公開録音（ららぽーと海老名）　

  ■「TBS VINTAGE J CLASSICS ～戦後のラジオとクラシック音楽の時代」　19:00～20:00

   ５（金） ★小林賢太郎演劇公演「うるう」札幌公演（かでるホール）　～２/７

 14（日） ■「第58回グラミー賞　開催直前プログラム ～ENJOY GRAMMY AWARDS～」　19:00～20:00

 15（月） ●２月聴取率調査　～２/21

 17（水） ★小林賢太郎演劇公演「うるう」東京公演（本多劇場）　～２/29

 19（金） ★「エレ片コントライブ～コントの人10～」東京公演（草月ホール）　～２/28

 21（日） ■「ジェーン・スーと高橋芳朗 グラミー賞でも踊る！」　19:00～20:00

 29（月） ■「新生活応援キャンペーン」　～３/６

   ５（土） ★「つながる心 つながる力 みんなでつくる復興コンサート2016 Supported by KDDI」
     （東北大学百周年記念会館川内萩ホール）

   ６（日） ■「TBSラジオ新生活応援スペシャル～おトクな春を迎えよう～」　19：00～20：00

   ８（火） ■「ホクトpresents 新生活はきのこが応援　春うたまつり」　18：00～19：30

 11（金） ■「生島ヒロシのおはよう定食・一直線」気仙沼より生放送　5：00～6：30

  ■「ラジオ災害情報交差点」　８:45～８:54　

  ■東日本大震災五周年追悼式典中継　「たまむすび」内　14：45頃～15：00

  ■東日本大震災五周年特別番組「あの日のあなたへ、あの日の私へ」　18：00～19：00　

  ■東日本大震災五周年特別番組「宮城県石巻市雄勝町　復興から取り残された町の今」　19：00～20：00

  ★「奇跡の一本松展」（赤坂サカス内サカスギャラリー）　～３/12

 13（日） ■特別番組「東日本大震災から5年～原発事故の膨大なごみとどう向き合っていくのか」　19:00～20:00

 24（木） ■「エキサイトベースボール　プロ野球開幕直前スペシャル」　18：00～21：00

 25（金） ■「エキサイトベースボールスペシャル　セ・リーグ開幕戦　巨人×ヤクルト」　18：00～22：00

  ★「大沢悠里のゆうゆうワイドありがとう30周年！」（東京芸術劇場コンサートホール）

 26（土） ■「北海道新幹線開業特別番組～つながったのでノリこみます！～」　12：00～13：00

 27（日） ■「TBSラジオショッピング　春の総決算スペシャル！」　10：00～11：30

 28（月） ★「徳井アイドルフェスティバル」（博品館劇場）

 29（火） ★「ホリプロ春のファン祭り2016」（博品館劇場）

2
February
2016

1
January
2016

3
March
2016

14

December
2015

February
2016

ワイドFM開局を記念して、
３社のワイドがコラボした特別番組もオンエア。

10周年を迎えた「今晩は吉永小百合です」
公開録音で、トークや詩の朗読などを行う。

映画「猫なんかよんでもこない。」では、
公開前に特番もオンエア。

３月11日は生島ヒロシの故郷・気仙沼より。
右はゲストのエコノミスト・藻谷浩介さん。

岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」が赤坂サカスに。
東北外初の展示。
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